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Ｘ線骨密度測定装置（ＤＸＡ法）を導入しました！

儘田 敏且（整形外科部長）
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２００７．４．５発行

当院では、2007年

3月よりＸ線骨密度

測定装置（PRODIGY:

GE横河メディカル社

製）を導入しました。

高齢化社会にとも

ない、骨折の原因と

なる骨粗鬆症への関

心が高まっていま

す。骨粗鬆症骨折の

中で、大腿骨頚部骨

折と胸椎・腰椎の椎体骨折は寝たきりの原因と

もなります。

さらに、現代の食生活の変化、無理なダイエ

ットによる骨密度の減少もクローズアップされ

てきています。

骨粗鬆症の早期発見・治療に
骨密度を測

定することは、

骨密度の減少

を早期に発見

し、骨折の原

因となる骨粗

鬆症の予防や

適切な治療を

行うことを目

的としていま

す。

今回導入しましたＸ線骨密度測定装置は、骨

粗鬆症の診断および治療効果の判定に最も多く

使用されていて、精度に優れているＤＥＸＡ法

（二重エネルギーＸ線吸収測定法）を用いた骨

密度測定装置です。ＤＥＸＡ法とは、二種類の

異なるエネルギーのＸ線を用いることによって、

筋肉や脂肪などに関係なく骨成分だけを測定す

る方法です。

検査は短時間・被爆線量もわずか
当院では、ＤＥＸＡ法により、

・腰椎正面、大腿骨頚部の骨密度を測定して

Ｘ線骨密度測定装置 ＰＲＯＤＩＧＹ

います。

（骨粗鬆

症による

骨折が生

じる部位

であり、

その当該

部位を測

定するこ

とで、最

も直接的

に骨の状

態を評価

すること

ができま

す。）

・検査は、

検査台に

５分ほど

仰向けに

寝ていた

だいた状

態で行い

ます。（測定中は息を止める必要はありま

せん。体を動かさずに寝ていただくだけで

す。）

・Ｘ線の被曝線量は、胸部Ｘ線撮影の約10分

の１程度とごくわずかです。

検査適応疾患は・・
・骨粗鬆症の早期発見および治療効果の経

過観察

・骨密度減少疾患の診断および治療効果の

経過観察

・続発性骨粗鬆症（内分泌疾患など）の診

断および治療効果の経過観察

・ステロイド等の薬物治療による骨密度減

少の経過観察および治療判定

※骨密度測定検査を希望される方は、各診療科

の担当医師にご相談ください。

腰椎正面

大腿骨頚部

5分ほど安静に寝ていただきます

儘田部長


